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中期経営計画(2010－2012)の策定に関するお知らせ 

 
 当社は本日の取締役会において、2013 年 3 月期を最終年度とする｢中期経営計画(2010－
2012)｣を決定しました。 
 
1．前中期経営計画の総括 
 世界的な経済危機の影響で数値目標は達成できませんでしたが、主要施策については、

川崎事業所の危険品倉庫の新設、｢グリーン経営｣の認証取得、内部統制システムの確立並

びに推進など着実に成果を挙げることが出来ました。 
 
2．策定の目的 
 世界経済は、主要各国の政策効果、新興国の経済成長によって最悪期を脱したといわれ

ておりますが、依然先行き不透明感が強く、我が国経済についても今後低成長が続くこと

が予想されます。その中で、倉庫業界に於いても保管在庫・保管残高の低水準、競争激化

など厳しい状況が続くものと思われます。 
  

2010 年度後半から新たにスタートする中期経営計画

（2010－2012）は、厳しい事業環境に対応し、「持続的な収    

益の確保と企業価値の向上」を目指すものであります。 
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3．基本方針 
 今後の厳しい事業環境の中で三和倉庫の確固たる基盤を築いていくために、経営理念で

ある「顧客に誠意をもって接すると共に、安全で迅速・正確な

サービスを提供するためにたゆまぬ努力を続ける」を全社員であ

らためて共有し、以下を基本方針として取組んでまいります。 
 
（1） 危険品・医薬品等得意分野に積極的な営業を展開する。 
（2） 安全の確保と更なる品質の向上を図る。 
（3） 業務の効率化により固定費・経費の削減を図る。 
（4） 内部統制の推進、コンプライアンスの徹底を図る。 

 
4.経営目標（2013 年３月期の連結数値目標） 
   
  営業収益    55.0 億円 
  営業利益    4.5 
  経常利益    4.5 
  当期純利益   2.5 
  配当金     7 円／株 
 
5．主要施策 
（1）物流営業基盤の強化 
   ・新規分野・得意分野での新規案件の開発を目的に営業態勢の強化を図る。 

・医薬品・危険品等得意分野での新規案件の獲得および取引拡大などにより保管

在庫の増加と各種収益の拡大を図る。 
・大宮事業所の医薬品新倉庫は 2010 年 12 月末の完成・本格稼働となります。 
引続き市場動向や顧客の要望に対応する設備投資には迅速且つ積極的に取組む。 

     
 （2）環境経営の推進 
    ・「グリーン経営」の認証取得を推進する。 
    ・環境負荷の低減のために継続的に努力する。 
 
 （3）安全の確保と品質の向上 

・ISO－9001 活動をはじめ、安全の確保と品質の改善に注力し顧客満足度の向上

を図る。 
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（4）経営基盤の強化 
・独立役員の確保等コーポレートガバナンスの一層の充実を図る。 
・ＣＳＲ活動強化のために地球環境保全、社会貢献活動に積極的に取組む。 
・コンプライアンス活動の強化によって更なる徹底を図る。 
・物流事業の使命に応える人材育成と専門性の高い人材開発に取組む。 
・ＩＦＲＳ（国際会計基準）に適切に対応する。 

 
6．連結経営の強化 

         （1）親会社の日本曹達を始め日曹グループ各社との更なる連携を進め物流事業・保険代 
   理業の取引拡大を図る。 

         （2）連結子会社の三倉運輸との連携を強化し保管から配送まで一貫した体制の強化を推 
   進する。 
 
7．株主還元について 
  ・経営の最重要課題の一つと認識し、安定的な配当の継続を基本方針としております。 
  また、収益の動向や財務状況など総合的に勘案し、利益の状況に応じた水準での利  
  益還元を行ってまいります。 
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